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ま と め る ・ 広 げ る
１
○
家
庭
で
明
る
さ
を
調
べ
て
，適
度
に
調
節
す
る
計
画
を
立
て
る
。
（
本
時
）
○
家
庭
で
必
要
な
明
る
さ
を
調
べ
る
計
画
を
立
て
る
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
，
明
る
さ
の
表
示
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
る
m
ic
ro
:b
itと
タ
ブ
レ
ッ
ト
PC
を
用
意
す
る
。
◇
家
庭
で
明
る
さ
を
調
べ
る
場
所
や
，
試
し
て
み
る
明
る
さ
を
調
節
す
る
方
法
を
，
記
述
し
た
り
発
言
し
た
り
し
て
い
る
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習
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ン
ト
・
発
言
②
〉
家
庭
○
家
庭
の
様
々
な
場
所
で
温
度
や
湿
度
，
明
る
さ
を
調
べ
，
適
度
に
調
節
す
る
。
１
○
家
庭
で
の
実
践
結
果
や
，
感
想
を
話
し
合
う
。
○
日
光
を
生
か
し
な
が
ら
，
暖
房
や
照
明
の
機
器
を
効
率
よ
く
使
い
，
寒
い
季
節
を
暖
か
く
，
適
度
な
湿
度
や
明
る
さ
で
過
ご
す
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
，
話
し
合
う
際
の
観
点
と
し
て「
家
庭
で
調
べ
た
こ
と
の
よ
さ
」を
提
示
す
る
。
◇
家
庭
で
調
べ
た
こ
と
の
よ
さ
を
基
に
，
日
光
を
生
か
し
な
が
ら
，
暖
房
や
照
明
の
器
具
を
効
率
よ
く
使
い
，
寒
い
季
節
を
暖
か
く
，
適
度
な
湿
度
や
明
る
さ
で
過
ご
そ
う
と
す
る
思
い
を
，
記
述
し
た
り
発
言
し
た
り
し
て
い
る
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できるように、ペアで協働しながら、各自の家庭での
測定で必要となるプログラムを行った。
　次に、プログラムをした明るさセンサーを持って、
○×などの表示をはじめ、意図する動作の可否や、設
定した数値の想定を確かめるために教室や廊下で実際
に測定を行った（写真４）。micro:bitの動作から、自
分たちが行ったプログラムを確認し、測定する場所や
活動によって必要な明るさが異なることから、表示の
仕方を２段階から３段階になるようにプログラムを修
正したり、測定の結果から、明るさを調節する方法を
ペアで相談したりしていた。
　最後にこの明るさセンサーを用いて家庭で明るさを
調べる場所や、試してみる明るさを調節する方法をそ
れぞれが考え、家庭での実践計画をプリントに記述し
たり、発言したりした。
３．４　住まい方の工夫への言及
　住まい方を工夫しようとする方法としては、前時や
本時で教室の机の上の明るさを測定した子どもは、家
庭で明るさを測定する場所を「読書や宿題をするとき
の部屋や机の上」とし、明るさを調節する方法を「部
屋の電気を付けるだけでなく、机の上の明るさが足り
ていないときには、デスクライトを置いて明るくした
い」と記述していた。また、家庭で明るさを測定する
場所を、「キッチン」とした子どもは、明るさを調節
する方法を「家のキッチンの照明は光があたる角度を
変えられるので、明かりが必要な場所に光があたって
いるか確認したい」と記述していた。このように、明
るさの調節に照明を利用することを具体的に記述する
子どもが多くいた。
　また、これらの照明の利用とは反対に、家庭で明る
さを測定する場所を「いつも明るいリビング」とし、
「明るすぎるような気がするので、部屋に入るとつい
付けてしまう電気を意識して消す」と記述するなど、
自分でプログラムした明るさセンサーを節電に利用し
ようとする子どももいた。
　照明の利用以外の明るさを調節する方法として子ど
もたちが記述したり、発言したりしたことは「電球を
外してきれいに拭く。電球を新しくする。」「窓をきれ
いする。」「カーテンの開閉で調節する。カーテンの色
や厚さを変えてみる。」などである。中には、「プログ
ラムした明るさセンサーの表示や自分の感じ方だけで
なく、家族みんなで過ごすリビングの明かりは、家族
のみんながちょうどよい明るさなのかを確かめて調節
したい」や、「夜起きてトイレに行くときに、電気を
付けるとまぶしすぎるので、足元だけ明るくなる電気
をつけたい（新設するの意）」（カッコ内は筆者による
記述）と記述する子どももいた。これらの子どもは、
自分と家族とのつながりを意識したり、自分の具体的
な生活経験をもとにしたりして、生活をよりよくして
いくための、自分の家庭に合った快適な住まい方を見
いだしていると言える。
３．５　６時間目の授業
　全６時間計画の６時間目は、家庭での実践結果や感
想を話し合った。
　多くの子どもたちが、「これまで何気なく付けてい
た電気が本当に必要かどうか考えるようになった」
や、「読書や勉強、料理などの際の手元の明るさを意
識するようになった」、「カーテンの開閉が少ない部屋
写真４　明るさセンサーを試す様子
写真３　プログラムをする様子
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もあるけど、電気を付ける前に、カーテンを開けてみ
るようになった」などと発言したり、学習の振り返り
シートに記述したりしていた。
　これらの家庭科の学習内容に関わる記述以外にも、
「プログラミングをすることで自分たちが調べたいこ
とが調べられたので、今後も使っていきたい」や、
「今までプログラミングは難しいと思っていたけれ
ど、身近なところでたくさん利用されていることに気
付いた」のような発言や記述も見られた。これは、コ
ンピュータの働きを学習や生活に生かすことや、その
便利さを理解するなど、小学校でのプログラミング教
育のねらいにもせまることができたと言える。
　以上のように、子どもたちはmicro:bitを用いた実
践的・体験的な活動を通して、明るさに関する快適な
住まい方を見いだしていた。
４　おわりに
　小学校家庭科における快適な住まいの学習では、明
るさを学習する際には、これまで照度計を用いて明る
さを測定してきたが、学校で照度計を利用して明るさ
を調べることができても、家庭で明るさを調べること
ができずに、家庭科での学習と家庭生活を結びつける
ことに困難さがあった。
　そこで、一目で見て活動に適した明るさが足りてい
るか、不足しているかが分かる明るさセンサーをプロ
グラムする授業実践を行った。
　今回は、micro:bitを用いて異なる明るさが一目で
分かる明るさセンサーを作成した。micro:bitは、温
度を数値で表示することもできるが、瞬時に測定する
わけではないため、家庭科の快適な住まいの温熱環
境の学習には不向きであるが、明るさの学習には適
した教材と言える。手軽で測定値もわかりやすく、
micro:bitの数値を10倍すると照度計のルクスと同程
度になることもあって、家庭科の学びを生かしてプロ
グラミングができ、プログラミングが家庭科の学びを
深める学習効果があって、公立学校でも取り入れやす
い実践といえる。
　今回は、ペアでmicro:bitを使ってプログラムを
行ったが、家庭に持ち帰って明るさを測定するに
は、交代で計測するか、余裕があれば一人一台の
micro:bitを用意できるとよい。
　子どもたちはプログラムをする際、日常生活におけ
る快適な明るさについて学んできたことを活用し、場
所や活動に応じた数値の条件設定や、適度な明るさを
意識できる表示となる条件設定を考えていた。
　また、明るさを調節する際にも明るさが足りていな
い場合だけでなく、明るすぎる場合にはプログラムし
た明るさセンサーを節電に利用しようとする試みも見
られた。さらに、明るさを調節する方法として電球を
きれいに拭く、電球を新しくする、窓をきれいする、
カーテンの開閉で調節する、カーテンの色や厚さを変
えてみる、といった多様な住まい方の工夫にも言及し
ていた。さらに、自分の感じ方だけでなく、家族みん
なで過ごすリビングの明かりが、家族みんなにちょう
ど良いのか確かめて調節したいといった自分と家族と
のつながり意識した、生活をよりよくしていくための
快適な住まい方を見いだしていた。
　学習内容に関わる記述以外にも、プログラミングを
することで調べたいことが調べられた、プログラミング
は身近なところで他利用されていることに気づいた、な
ど、コンピュータの働きを学習や生活に生かすことや、
その便利さを理解するなど、小学校でのプログラミン
グ教育のねらいにもせまることができたと言える。
　これらのことから、子どもたちは適切な明るさにつ
いての理解を深めるとともに、住まい方を工夫しよう
とする意欲を高めており、プログラミングを取り入れ
た住まいの明るさの学習における一定の成果が得られ
たと言えよう。
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